
6

そうじゃ  議会だより

7

一
般
質
問

一
般
質
問 文

化
行
政
に
つ
い
て

問

昨
年
の
国
民
文
化
祭
の
成
果

を
も
と
に
、「
地
域
の
文
化
、
芸

術
を
向
上
さ
せ
全
国
に
発
信
す

る
」
と
い
う
構
想
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

国
民
文
化
祭
に
協
力
い
た
だ

い
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
さ
ら

に
様
々
な
団
体
の
方
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
芸
術
祭
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。
平
成
25
年
に
「
舞

〈〈
難
　

波
　

正
　

吾
〉〉

台
」
と
「
造
形
」
を
中
心
に
し
た

「
文
化
芸
術
祭
」
の
開
催
を
協
議

し
て
い
る
。�

（
以
下
市
長
）

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

健
康
保
険
税
が
所
得
に
占
め

る
割
合
は
、
平
成
18
年
度
で
組
合

健
康
保
険
が
３
・
１
％
、
協
会
健

康
保
険
が
４
％
、
国
民
健
康
保
険

は
10
・
５
％
だ
。
重
い
保
険
税
、

未
納
に
よ
る
財
産
差
押
え
、
短
期

証
の
発
行
等
、
国
民
皆
保
険
を
保

障
す
る
国
民
健
康
保
険
が
危
機
に

あ
る
。
そ
の
原
因
は
国
庫
負
担
の

削
減
に
あ
り
、
４
千
億
円
増
や
せ

ば
全
国
の
被
保
険
者
一
人
当
た
り

一
万
円
の
保
険
料
引
下
げ
が
可
能

と
な
る
が
、
本
市
で
も
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答

「
国
保
税
は
上
げ
な
い
」
と
、

基
金
を
崩
し
て
踏
ん
張
っ
て
き
た
。

一
人
当
た
り
保
険
税
調
定
額
は
、

県
下
で
四
番
目
に
低
い
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
避
け
た
い

し
、
基
金
に
も
限
界
が
あ
る
。
引

き
下
げ
は
困
難
だ
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問

全
国
発
信
は
、
交
流
人
口
を

増
や
し
、
活
性
化
す
る
た
め
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

（
以
下
市
長
）

問

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の

施
設
は
何
か
。

答

き
び
じ
ア
リ
ー
ナ
等
と
考
え

る
。

問

今
年
度
、
き
び
じ
ア
リ
ー
ナ

〈〈
村
　

木
　

理
　

英
〉〉

は
指
定
管
理
期
間
３
年
間
を
終
え
、

新
し
い
管
理
者
に
移
行
す
る
が
、

反
省
点
は
あ
る
か
。

答

反
省
だ
ら
け
で
あ
る
。

問

使
う
と
き
に
な
っ
て
備
品
が

壊
れ
て
い
る
の
が
一
番
困
る
。
予

約
が
入
っ
た
段
階
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
、
市
民
の
皆
様
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
の
が
順
序
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問

備
品
を
貸
与
す
る
場
合
、
減

価
償
却
し
た
も
の
は
無
償
と
し
、

基
準
を
満
た
し
た
も
の
は
利
用
料

を
請
求
し
、
貸
与
す
る
こ
と
を
管

理
者
と
折
衝
で
き
な
い
か
。

答

非
常
に
よ
い
考
え
方
だ
と
思

う
。

問

き
び
じ
ア
リ
ー
ナ
に
は
30
億

円
投
資
し
て
い
る
。
負
債
に
も
な

り
か
ね
な
い
が
、
有
効
活
用
す
れ

ば
財
産
に
な
る
。
市
内
の
そ
の
他

施
設
も
同
様
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
の

充
実
が
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

本
当
に
よ
く
分
か
る
し
、
同

じ
考
え
で
あ
る
。

総
社
市
の
自
立
に
向
け
た

12
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問

「
ま
だ
ま
だ
総
社
を
変
え

る
」
と
い
う
意
図
す
る
と
こ
ろ
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

答

地
域
主
権
の
中
で
、
自
立
に

向
け
た
総
社
市
に
変
換
し
て
い
く

こ
と
、
そ
こ
を
変
え
た
い
と
い
う

の
が
変
え
る
本
質
で
あ
る
。

�

（
市
長
）

〈〈
荒
　

木
　

勝
　

美
〉〉

問

全
市
を
挙
げ
て
礼
儀
正
し
い

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
教
育
改

革
、
参
加
人
数
に
こ
だ
わ
る
吉
備

路
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
も
、
数
で

は
な
く
、
吉
備
路
と
い
う
地
域
性

を
生
か
し
た
内
容
の
あ
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
舵
を
切
り
替
え
る
と
き

が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
財

政
の
厳
し
い
本
市
の
場
合
は
、
特

に
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
行
政
か
ら
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
行
政
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
教

育
基
本
法
と
か
地
方
自
治
法
を
犯

す
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。
人

事
・
イ
ズ
ム
・
教
科
書
に
つ
い
て

は
絶
対
に
ふ
れ
な
い
。
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
は
、
総
社
市
を
全
国
発

信
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
私
自

身
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
主
義
者
で
あ

る
。

�

（
市
長
）

発言
順位 氏　名 大　　項　　目

１ 荒 木 勝 美
１　市長の政治姿勢について
２　各種審議会、協議会、委員会等の
設置について

２ 村 木 理 英 １　指定管理者制度について

３ 難 波 正 吾
１　地域経済活性化について
２　文化行政について
３　福祉行政について

４ 加 藤 保 博
１　市長の政治姿勢について
２　「ふるさと学習」について

５ 西 森 頼 夫
１　雪舟くんの運行について
２　礼儀教育について

６ 塩 見 禎 章

１　法務局の公図（地籍図）に表示さ
れている公共財産について

２　岡山南部地区国営かんがい排水事
業について

３　防災対策について

７ 小 西 義 已
１　一丁𡉕古墳群について
２　中学校の武道教育について
３　総社市武道館について

８ 大 熊 公 平
１　東日本大震災への支援について
２　学校給食について

９ 萱 原　 潤 １　市長の政治姿勢について

10 津神謙太郎
１　防災について
２　教育行政について

11 秋 山 律 郎
１　財政の健全化に向けて
２　国民健康保険事業について
３　堀家住宅について

12 赤 澤 康 宏
１　子育て王国そうじゃについて
２　障がい者の就労場所について
３　小水力発電について

13 持 堅 吾 １　市長の政治姿勢について

14 頓宮美津子

１　男女共同参画について
２　市民の健康について
３　予算編成について
４　市長の政治姿勢について

15 中 村 吉 男 １　市長の政治姿勢について

16 小 西 利 一
１　総社市の自立に向けたプログラム
について

17 根 馬 和 子
１　教育行政について
２　公の施設のあり方について
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有効活用が望まれる“きびじアリーナ”

国民文化祭　温羅童太鼓 参加人数が年々増加しているそうじゃ吉備路マラソン


